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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年11月12日(2020.11.12)

【公表番号】特表2019-533662(P2019-533662A)
【公表日】令和1年11月21日(2019.11.21)
【年通号数】公開・登録公報2019-047
【出願番号】特願2019-518488(P2019-518488)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  43/50     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/32     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ  13/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/40     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ   43/50     　　　Ｑ
   Ａ０１Ｎ   25/32     　　　　
   Ａ０１Ｐ   13/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   43/40     １０１Ｑ
   Ａ０１Ｎ   47/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年9月28日(2020.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物であって、（Ａ）式（Ｉ）の化合物：
【化１】

（式中、Ｒ1は、メチルまたはメトキシであり、Ｒ2は、水素、メチルまたはエトキシであ
り、Ａは、置換ヘテロアリール基であり、前記化合物は、
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【化２】

からなる群から選択される）またはそのＮ－オキシドもしくは塩形態と、
　（Ｂ）式（ＩＩ）の１つまたは複数の化合物
【化３】

（式中、
　Ｒ11は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルまたはＣ4～Ｃ8シクロアルキル
であり；
　Ｒ6は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、またはＣ1～Ｃ6アルコキシであり；
　Ｑ1は、フェニル、チエニル、ピリジニル、ベンゾジオキソリル、ナフチル、ナフタレ
ニル、ベンゾフラニル、フラニル、ベンゾチオフェニル、およびピラゾリルからなる群か
ら選択される任意選択的に置換される環系であって、置換される場合、前記環系は１～３
つのＲ4で置換される環系であり；
　Ｑ2は、フェニル、ピリジニル、ベンゾジオキソリル、ピリジノン、チアダゾリル、チ
アゾリル、およびオキサゾリルからなる群から選択される任意選択的に置換される環系で
あって、置換される場合、前記環系は１～３つのＲ5で置換される環系であり；
　各Ｒ4は、独立して、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6

アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アル
キルチオ、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルホニル、ＳＦ5、ＮＨ
Ｒ8、１～３つのＲ7で任意選択的に置換されるフェニル、または１～３つのＲ7で任意選
択的に置換されるピラゾリルであり；
　各Ｒ5は、独立して、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6

アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、シアノ、ニトロ、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1～
Ｃ6アルキルスルフィニル、またはＣ1～Ｃ6アルキルスルホニルであり；
　各Ｒ7は、独立して、Ｃ1～Ｃ6アルキル、ハロゲン、またはＣ1～Ｃ6ハロアルキルであ
り；
　Ｒ8は、Ｃ1～Ｃ4アルコキシカルボニルである）とを含む組成物。
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【請求項２】
　Ｒ11は、ＨまたはＣ1～Ｃ6アルキルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　ｐは、１、２、または３である、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　ｎは、１、２、または３である、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　各Ｒ2は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、またはＣ1～Ｃ3ハロ
アルコキシである、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　各Ｒ3は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、またはＣ1～Ｃ3ハロ
アルコキシである、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　成分Ｂは、以下の表において定義される化合物２．１、２．２、２．３、２．４、２．
５、２．６、２．７、２．８、２．９、２．１０、２．１１、２．１２、２．１３、２．
１４、２．１５、２．１６、２．１７、２．１８．または２．１９：
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【表１】
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【表２】
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【表３】
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【表４】

の群から選択される、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
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【請求項８】
　（Ｂ）は化合物２．１である、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　（Ｂ）は化合物２．２である、請求項７に記載の組成物。
【請求項１０】
　（Ｂ）は化合物２．３である、請求項７に記載の組成物。
【請求項１１】
　（Ｂ）は化合物２．４である、請求項７に記載の組成物。
【請求項１２】
　（Ｂ）は化合物２．５である、請求項７に記載の組成物。
【請求項１３】
　（Ｂ）は化合物２．６である、請求項７に記載の組成物。
【請求項１４】
　（Ｂ）は化合物２．７である、請求項７に記載の組成物。
【請求項１５】
　（Ｂ）は化合物２．８である、請求項７に記載の組成物。
【請求項１６】
　（Ｂ）は化合物２．９である、請求項７に記載の組成物。
【請求項１７】
　（Ｂ）は化合物２．１０である、請求項７に記載の組成物。
【請求項１８】
　（Ｂ）は化合物２．１１である、請求項７に記載の組成物。
【請求項１９】
　（Ｂ）は化合物２．１２である、請求項７に記載の組成物。
【請求項２０】
　（Ｂ）は化合物２．１３である、請求項７に記載の組成物。
【請求項２１】
　（Ｂ）は化合物２．１４である、請求項７に記載の組成物。
【請求項２２】
　（Ｂ）は化合物２．１５である、請求項７に記載の組成物。
【請求項２３】
　（Ｂ）は化合物２．１６である、請求項７に記載の組成物。
【請求項２４】
　（Ｂ）は化合物２．１７である、請求項７に記載の組成物。
【請求項２５】
　（Ｂ）は化合物２．１８である、請求項７に記載の組成物。
【請求項２６】
　（Ｂ）は化合物２．１９である、請求項７に記載の組成物。
【請求項２７】
　（Ａ）は化合物１．１である、請求項１～２６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２８】
　（Ａ）は化合物１．２である、請求項１～２６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２９】
　（Ａ）は化合物１．３である、請求項１～２６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３０】
　（Ａ）は化合物１．４である、請求項１～２６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３１】
　（Ａ）は化合物１．５である、請求項１～２６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３２】
　（Ａ）は化合物１．６である、請求項１～２６のいずれか一項に記載の組成物。
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【請求項３３】
　ＡＤ６７、ベノキサコール、クロキントセット－メキシル、シオメトリニル、シプロス
ルファミド、ジクロルミド、ジシクロノン、ジエトレート、フェンクロラゾール－エチル
、フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェニム、フリラゾール、フリラゾーメ、イ
ソキサジフェン－エチル、メフェンピル－ジエチル、メフェネート、オキサベトリニル、
ナフタル酸無水物、ＴＩ－３５、Ｎ－イソプロピル－４－（２－メトキシ－ベンゾイルス
ルファモイル）－ベンズアミドおよびＮ－（２－メトキシベンゾイル）－４－［（メチル
アミノカルボニル）アミノ］ベンゼンスルホンアミドからなる群から選択される１種また
は複数種の毒性緩和剤をさらに含む、請求項１～３２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３４】
　植物を防除する方法であって、前記植物または前記植物の生育地に、除草に有効な量の
請求項１～３３のいずれか一項に記載の組成物を適用するステップを含む方法。
【請求項３５】
　植物の成長を阻害する方法であって、前記植物またはその生育地に、除草に有効な量の
請求項１～３３のいずれか一項に記載の組成物を適用するステップを含む方法。
【請求項３６】
　有用な植物の作物における雑草を防除する方法であって、前記雑草もしくは前記雑草の
生育地に、または、前記有用な植物もしくは前記有用な植物の生育地に、除草に有効な量
の請求項１～３３のいずれか一項に記載の組成物を適用するステップを含む方法。
【請求項３７】
　有用な植物の作物における草および／または雑草を選択的に防除する方法であって、前
記有用な植物もしくはその生育地に、または、栽培範囲に、除草に有効な量の請求項１～
３３のいずれか一項に記載の組成物を適用するステップを含む方法。
【請求項３８】
　成分（Ａ）が、３００～５００ｇ　ａ．ｉ／ｈａの割合で適用される、請求項３４～３
７のいずれか一項に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
実施例７ｂ：出芽後除草活性
　多様なテスト種の種子をポット中の標準土壌に播種する。温室（２４／１６℃、昼／夜
；明時間１４時間；湿度６５％）中において制御された条件下で８日間栽培した後（出芽
後）、植物に、０．５％Ｔｗｅｅｎ　２０（ポリオキシエチレンソルビタンモノラウレー
ト、ＣＡＳ　ＲＮ９００５－６４－５）を含有するアセトン／水（５０：５０）溶液中の
テクニカルグレードの有効成分の配合物による噴霧水溶液を噴霧する。次いで、テスト植
物を、温室中において、制御された条件下（２４／１６℃、昼／夜；明時間１４時間；湿
度６５％）で、１日２回潅水して栽培する。１３日後にテストを評価する（５＝植物に対
する全損傷；０＝植物に対する損傷無し）。

　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕組成物であって、（Ａ）式（Ｉ）の化合物：
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【化１】

（式中、Ｒ1は、メチルまたはメトキシであり、Ｒ2は、水素、メチルまたはエトキシであ
り、Ａは、置換ヘテロアリール基であり、前記化合物は、
【化２】

からなる群から選択される）またはそのＮ－オキシドもしくは塩形態と、
　（Ｂ）式（ＩＩ）の１つまたは複数の化合物

【化３】

（式中、
　Ｒ11は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルまたはＣ4～Ｃ8シクロアルキル
であり；
　Ｒ6は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、またはＣ1～Ｃ6アルコキシであり；
　Ｑ1は、フェニル、チエニル、ピリジニル、ベンゾジオキソリル、ナフチル、ナフタレ
ニル、ベンゾフラニル、フラニル、ベンゾチオフェニル、およびピラゾリルからなる群か
ら選択される任意選択的に置換される環系であって、置換される場合、前記環系は１～３
つのＲ4で置換される環系であり；
　Ｑ2は、フェニル、ピリジニル、ベンゾジオキソリル、ピリジノン、チアダゾリル、チ
アゾリル、およびオキサゾリルからなる群から選択される任意選択的に置換される環系で
あって、置換される場合、前記環系は１～３つのＲ5で置換される環系であり；
　各Ｒ4は、独立して、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6

アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ3～Ｃ8シクロアルキル、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アル
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キルチオ、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルフィニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルホニル、ＳＦ5、ＮＨ
Ｒ8、１～３つのＲ7で任意選択的に置換されるフェニル、または１～３つのＲ7で任意選
択的に置換されるピラゾリルであり；
　各Ｒ5は、独立して、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6

アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、シアノ、ニトロ、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1～
Ｃ6アルキルスルフィニル、またはＣ1～Ｃ6アルキルスルホニルであり；
　各Ｒ7は、独立して、Ｃ1～Ｃ6アルキル、ハロゲン、またはＣ1～Ｃ6ハロアルキルであ
り；
　Ｒ8は、Ｃ1～Ｃ4アルコキシカルボニルである）とを含む組成物。
〔２〕Ｒ11は、ＨまたはＣ1～Ｃ6アルキルである、前記〔１〕に記載の組成物。
〔３〕ｐは、１、２、または３である、前記〔１〕または〔２〕に記載の組成物。
〔４〕ｎは、１、２、または３である、前記〔１〕～〔３〕のいずれか一項に記載の組成
物。
〔５〕各Ｒ2は、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、またはＣ1～Ｃ3

ハロアルコキシである、前記〔１〕～〔４〕のいずれか一項に記載の組成物。
〔６〕各Ｒ3は、独立して、独立して、クロロ、フルオロ、Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、また
はＣ1～Ｃ3ハロアルコキシである、前記〔１〕～〔５〕のいずれか一項に記載の組成物。
〔７〕成分Ｂは、以下の表において定義される化合物２．１、２．２、２．３、２．４、
２．５、２．６、２．７、２．８、２．９、２．１０、２．１１、２．１２、２．１３、
２．１４、２．１５、２．１６、２．１７、２．１８．または２．１９：
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【表１】
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【表２】
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【表３】
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【表４】

の群から選択される、前記〔１〕～〔６〕のいずれか一項に記載の組成物。
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〔８〕（Ｂ）は化合物２．１である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔９〕（Ｂ）は化合物２．２である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔１０〕（Ｂ）は化合物２．３である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔１１〕（Ｂ）は化合物２．４である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔１２〕（Ｂ）は化合物２．５である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔１３〕（Ｂ）は化合物２．６である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔１４〕（Ｂ）は化合物２．７である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔１５〕（Ｂ）は化合物２．８である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔１６〕（Ｂ）は化合物２．９である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔１７〕（Ｂ）は化合物２．１０である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔１８〕（Ｂ）は化合物２．１１である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔１９〕（Ｂ）は化合物２．１２である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔２０〕（Ｂ）は化合物２．１３である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔２１〕（Ｂ）は化合物２．１４である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔２２〕（Ｂ）は化合物２．１５である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔２３〕（Ｂ）は化合物２．１６である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔２４〕（Ｂ）は化合物２．１７である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔２５〕（Ｂ）は化合物２．１８である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔２６〕（Ｂ）は化合物２．１９である、前記〔８〕に記載の組成物。
〔２７〕（Ａ）は化合物１．１である、前記〔１〕～〔２６〕のいずれか一項に記載の組
成物。
〔２８〕（Ａ）は化合物１．２である、前記〔１〕～〔２６〕のいずれか一項に記載の組
成物。
〔２９〕（Ａ）は化合物１．３である、前記〔１〕～〔２６〕のいずれか一項に記載の組
成物。
〔３０〕（Ａ）は化合物１．４である、前記〔１〕～〔２６〕のいずれか一項に記載の組
成物。
〔３１〕（Ａ）は化合物１．５である、前記〔１〕～〔２６〕のいずれか一項に記載の組
成物。
〔３２〕（Ａ）は化合物１．６である、前記〔１〕～〔２６〕のいずれか一項に記載の組
成物。
〔３３〕ＡＤ６７、ベノキサコール、クロキントセット－メキシル、シオメトリニル、シ
プロスルファミド、ジクロルミド、ジシクロノン、ジエトレート、フェンクロラゾール－
エチル、フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェニム、フリラゾール、フリラゾー
メ、イソキサジフェン－エチル、メフェンピル－ジエチル、メフェネート、オキサベトリ
ニル、ナフタル酸無水物、ＴＩ－３５、Ｎ－イソプロピル－４－（２－メトキシ－ベンゾ
イルスルファモイル）－ベンズアミドおよびＮ－（２－メトキシベンゾイル）－４－［（
メチルアミノカルボニル）アミノ］ベンゼンスルホンアミドからなる群から選択される１
種または複数種の毒性緩和剤をさらに含む、前記〔１〕～〔３２〕のいずれか一項に記載
の組成物。
〔３４〕植物を防除する方法であって、前記植物または前記植物の生育地に、除草に有効
な量の前記〔１〕～〔３３〕のいずれか一項に記載の組成物を適用するステップを含む方
法。
〔３５〕植物の成長を阻害する方法であって、前記植物またはその生育地に、除草に有効
な量の前記〔１〕～〔３３〕のいずれか一項に記載の組成物を適用するステップを含む方
法。
〔３６〕有用な植物の作物における雑草を防除する方法であって、前記雑草もしくは前記
雑草の生育地に、または、前記有用な植物もしくは前記有用な植物の生育地に、除草に有
効な量の前記〔１〕～〔３３〕のいずれか一項に記載の組成物を適用するステップを含む
方法。
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〔３７〕有用な植物の作物における草および／または雑草を選択的に防除する方法であっ
て、前記有用な植物もしくはその生育地に、または、栽培範囲に、除草に有効な量の前記
〔１〕～〔３３〕のいずれか一項に記載の組成物を適用するステップを含む方法。
〔３８〕成分（Ａ）が、３００～５００ｇ　ａ．ｉ／ｈａの割合で適用される、前記〔３
４〕～〔３７〕のいずれか一項に記載の方法。
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